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二
0
0
八
年
七
月
、
清
華
大
学
は
香
港
の
古
物
商
か
ら
大
量
の

竹
簡
を
購
入
し
た
。
「
清
華
簡
」
と
略
称
さ
れ
た
竹
簡
群
は
、
第
一

次
調
査
の
結
果
、
二
千
余
枚
か
ら
な
る
戦
国
時
代
の
竹
簡
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
近
年
公
開
さ
れ
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る

竹
簡
の
内
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
が
約
七

0
0
枚
、
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
筋
）
が
―
二

0
0
枚
。
清
華

簡
の
分
量
は
そ
れ
ら
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。

竹
簡
の
一
部
は
カ
ビ
が
生
え
る
な
ど
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め
、

清
華
大
学
で
は
、
た
だ
ち
に
専
門
の
工
作
室
を
設
け
て
洗
浄
と
保

護
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
作
業
が
一
段
落
し
た
十
月
十
四
日
、
清
華

大
学
主
催
の
竹
簡
鑑
定
会
が
行
わ
れ
、
中
国
国
内
の
十
一
名
の
研

究
者
が
招
か
れ
た
。
古
文
字
学
研
究
の
権
威
で
あ
る
裟
錫
圭
氏
を

は
じ
め
、
出
土
文
献
研
究
に
実
績
の
あ
る
研
究
者
た
ち
が
参
加
し

序

Eヨ

中
国
研
究
集
刊
蜆
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
一
八
三
ー
一
九
八
頁

た
。
鑑
定
の
結
果
、
こ
れ
ら
が
間
違
い
な
く
戦
国
時
代
の
竹
簡
で

あ
る
と
の
評
価
を
得
た
。
こ
の
段
階
で
清
華
大
学
は
、
李
学
勤
氏

が
清
華
簡
の
概
要
を
メ
デ
ィ
ア
に
公
表
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。
特
に
、
『
尚
書
』
『
逸
周
書
』
に
該
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
文

献
が
あ
る
こ
と
、
『
竹
書
紀
年
』
に
類
似
し
た
編
年
体
の
史
書
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
清
華
大
学
で
は
、
清
華
簡
の
撮
影
作
業
に
着
手
。
そ

の
過
程
で
、
竹
簡
の
総
数
が
二
三
八
八
枚
（
残
簡
を
含
む
）
で
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

十
二
月
、
清
華
大
学
の
委
託
に
よ
り
、
北
京
大
学
で

C
1
4
年
代

測
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
清
華
簡
の
年
代
が
紀
元
前
三
〇

五
年
土
三

0
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
先
の
鑑
定
結
果
を
裏
づ

け
た
。
清
華
簡
も
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
と
同
じ
く
、
戦
国
時

代
中
期
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る

（注
l
)
0

太
姐
の
夢
と
文
王
の
訓
戒
ー
清
華
簡

「
程
膳
」

考

ー

湯

浅

邦

弘
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そ
し
て
、
二

0
1
0年
十
二
月
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
[
i
-

立]』

（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
中
心
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
、

中
西
書
局
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
筆
者
が
そ
れ

を
入
手
し
た
の
は
、
二

0
-
―
年
一
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
収

録
さ
れ
た
の
は
、
『
弄
至
』
『
手
詰
』
『
程
膳
』
『
保
訓
』
『
者
夜
』
『
周

武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
膝
）
』
『
皇
門
』
『
祭
公
之

顧
命
（
祭
公
）
』
『
楚
居
』
の
九
文
献
。

本
稿
で
は
、
こ
の
内
の
「
程
膳
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
全
体
を

釈
読
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
主
題
や
思
想
史
的
意
義
、
伝
世
文
献

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一
、
「
程
病
」
釈
読

ま
ず
、
書
誌
情
報
を
記
す
。

「
程
語
」
は
、
竹
簡
九
枚
。
三
道
編
綾
。
簡
長
四
五

cm
。
篇
題

は
な
く
、
「
程
病
」
と
は
、
内
容
に
基
づ
い
て
編
者
が
付
け
た
仮
題

で
あ
る
（
注
2)°

清
華
簡
の
中
に
は
、
竹
簡
背
面
中
央
に
漢
数
字
を

記
す
も
の
が
あ
り
、
配
列
番
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念

な
が
ら
、
「
程
病
」
に
は
、
こ
の
番
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
釈

文
の
担
当
者
は
清
華
大
学
の
劉
国
忠
氏
で
あ
る
。

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
『
芸
文
類
緊
』
『
太
平
御
覧
』
な
ど
に
断
片

的
に
引
か
れ
て
い
た
『
逸
周
書
』
程
膳
篇
（
古
逸
書
）
と
思
わ
れ

る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

周
の
文
王
の
妻
太
似
が
、
商
の
朝
廷
の
庭
に
棘
が
生
え
、
太
子

発
（
後
の
周
武
王
）
が
周
の
王
庭
の
梓
を
取
っ
て
そ
の
間
に
植
え
、

そ
の
梓
が
た
ち
ま
ち
松
柏
械
作
に
化
し
た
と
い
う
夢
を
見
た
。
そ

れ
を
受
け
て
文
王
が
、
周
の
受
命
を
察
知
す
る
も
の
の
、
ま
だ
殷

の
力
が
強
く
て
自
身
の
存
命
中
に
は
殷
を
打
倒
で
き
な
い
こ
と
に

思
い
を
致
し
、
後
に
天
子
と
な
る
べ
き
発
（
武
王
）
に
対
し
て
、

慎
重
に
王
朝
交
代
の
機
を
窺
え
と
訓
戒
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
背
面
に
竹
簡
番
号
が
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
原
釈
文
は
、
文
脈
か
ら
推
測
し
て

1
S
9
の

仮
番
号
を
つ
け
て
配
列
し
て
い
る
（
注
3
)
。
但
し
、
す
で
に
復
旦
大

学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
（
以
下
、
復
旦

読
書
会
と
略
称
す
る
）
か
ら
、
「

1
+
2
+
3
+
4
+
5
+
7
+
6

+
8
+
9
」
に
再
編
す
べ
き
だ
と
の
修
正
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い

る（注
4)°

こ
こ
で
は
、
復
旦
読
書
会
の
意
見
を
妥
当
と
し
て
釈
読

し
た
。以
下
、
原
文
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
語
注
の
順
に
記
す
。
原
文

は
、
原
釈
文
を
基
礎
に
、
復
旦
読
書
会
ほ
か
の
意
見
を
参
照
し
て
、

最
終
的
に
は
湯
浅
が
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
【

1
】
S
【
9
】
は

竹
簡
番
号
。
（
）
内
の
文
字
は
原
釈
文
で
隷
定
さ
れ
た
文
字
を
読
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み
換
え
た
も
の
。
①
②
な
ど
の
丸
数
字
は
、
湯
浅
の
付
け
た
語
注
の

番
号
で
あ
る
。

〈
原
文
〉

佳
（
惟
）
王
元
祀
貞
（
正
）
月
既
生
暁
、
大
（
太
）
似
夢
見
商

廷
佳
（
生
）
棘
、
廼
小
子
骰
取
周
廷
梓
樹
干
蕨
間
、
化
為
松
柏
椴

作
。
【

1
】
膳
驚
、
告
王
。
王
弗
敢
占
、
詔
太
子
骰
、
伸
霊
名
凶
祓
。

祝
折
祓
王
、
巫
率
祓
太
似
、
宗
丁
祓
太
子
検
、
蔽
（
幣
）
告
【
2
】

宗
方
（
訪
）
社
稜
、
祈
干
六
末
山
川
、
攻
干
商
神
望
承
（
丞
~
）
、

占
干
明
堂
。
王
及
太
子
肢
並
拝
吉
夢
、
受
商
命
【

3
】
干
皇
上
帝
。

興
、
日
、
「
検
、
汝
敬
聴
吉
夢
。
朋
棘
敲
（
棄
）
梓
、
松
柏
副
、
械

覆
作
作
、
化
為
護
。
嗚
呼
、
何
誓
非
朋
、
何
戒
非
【

4
】
商
、
何

用
非
樹
、
樹
因
欲
、
不
違
材
。
如
天
降
疾
、
旨
味
既
用
、
不
可
薬
、

時
不
遠
。
惟
商
感
在
周
、
周
感
在
商
。
【

5
】
揮
用
周
、
果
拝
不
忍
、

緩
用
多
福
。
惟
梓
蔽
不
義
。
冗
干
商
、
伸
行
量
亡
乏
。
明
明
在
向

（
尚
）
、
惟
容
納
棘
、
意
（
抑
）
【

7
】
欲
惟
柏
夢
。
徒
庶
言
、
泄

（
雖
）
引
（
矧
）
又
（
有
）
、
勿
亡
秋
。
明
武
畏
、
如
械
作
亡
根
（
幹
）
。

嗚
呼
、
敬
哉
。
朕
聞
周
（
至
）
長
不
戴
、
務
【

6
】
亡
勿
用
、
不

怠
、
思
卑
朋
（
柔
）
和
川
（
順
）
、
管
（
生
）
民
不
災
、
褒
（
懐
）

允
。
嗚
呼
、
何
監
非
時
、
何
務
非
和
、
何
畏
非
文
、
何
【

8
】
保

非
道
、
何
愛
非
身
、
何
力
非
人
、
人
謀
彊
、
不
可
以
蔵
。
後
戒
‘

後
戒
、
人
用
汝
謀
、
愛
日
不
足
」
。
【

9
】

〈
訓
読
〉

き

せ

い

は

く

す

な

わ

惟
れ
王
の
元
祀
正
月
既
生
塊
、
太
似
夢
に
商
廷
に
棘
生
じ
、
廼

そ

ち
小
子
発
周
廷
の
梓
を
取
り
て
蕨
の
間
に
樹
え
、
化
し
て
松
柏

械
作
と
為
る
を
見
る
。

膳
め
て
驚
き
、
王
に
告
ぐ
。
王
敢
て
占
わ
ず
、
太
子
発
に
詔
げ

て
、
霊
名
を
し
て
凶
祓
せ
し
む
。
祝
折
王
を
祓
い
、
巫
率
太
似

を
祓
い
、
宗
丁
太
子
発
を
祓
う
。
宗
訪
社
稜
に
幣
告
し
、
六
末
山

お
さ

川
に
祈
り
、
商
神
を
攻
め
、
望
、
蒸
し
、
明
堂
に
占
う
。
王
及
び

太
子
発
並
び
て
吉
夢
を
拝
し
、
商
命
を
皇
上
帝
よ
り
受
く
。

つ

つ

し

た

が

興
き
て
日
く
、
「
発
よ
、
汝
敬
し
み
て
吉
夢
に
聴
え
。
朋
棘
梓

お

こ

か

く

松
に
棄
て
ら
れ
、
梓
松
柏
副
い
、
械
覆
い
作
作
り
、
化
し
て
艘
と

為
る
。
嗚
呼
、
何
を
か
警
し
む
、
朋
に
非
ず
や
。
何
を
か
戒
し
む
、

商
に
非
ず
や
。
何
を
か
用
い
る
、
樹
に
非
ず
や
。
樹
は
欲
す
る
と

こ
ろ
に
因
り
て
、
材
を
違
え
ず
。
如
し
天
疾
を
降
す
も
、
旨
味
既ぅれ

に
用
い
ら
る
れ
ば
、
薬
す
べ
か
ら
ず
、
時
遠
か
ら
ず
。
惟
れ
商
の
感

い
は
周
に
在
り
、
周
の
感
い
は
商
に
在
り
。
択
び
て
周
に
用
い
、

果
拝
し
て
忍
び
ず
、
緩
ん
じ
用
い
れ
ば
福
多
し
。
惟
れ
梓
は
不
義

な

や

ぷ

さ

力

を
蔽
る
。
商
に
冗
ん
な
れ
ば
、
行
量
を
し
て
乏
す
亡
か
ら
し
む
。

か

み

そ

も

そ

も

明
明
と
し
て
尚
に
在
り
、
惟
れ
棘
を
容
納
す
る
や
、
抑
惟
の
柏

夢
を
欲
す
る
や
。
徒
庶
言
う
、
罪
に
長
有
せ
ん
と
す
れ
ば
、
秋
亡

き
こ
と
勿
か
ら
し
む
と
。
武
畏
を
明
ら
か
に
す
る
は
、
械
作
に
幹

(185) 



亡
き
が
如
し
。
嗚
呼
、
敬
し
ま
ん
や
。
朕
聞
く
、
至
長
に
し
て
戴

そ
こ
な

わ
ら
ざ
る
は
、
亡
に
務
め
て
用
い
る
勿
け
れ
ば
、
意
わ
ず
、
卑
柔

ま

こ

と

お

も

和
順
を
思
え
ば
、
生
民
に
災
あ
ら
ず
、
允
を
懐
う
と
。
嗚
呼
、
何

を
か
監
み
る
、
時
に
非
ず
や
。
何
を
か
務
む
、
和
に
非
ず
や
。
何

を
か
畏
る
、
文
に
非
ず
や
。
何
を
か
保
つ
、
道
に
非
ず
や
。
何
を

か
愛
す
、
身
に
非
ず
や
。
何
を
か
力
む
、
人
に
非
ず
や
。
人
謀
彊

ヵ
<

む
れ
ば
、
以
て
蔵
す
べ
か
ら
ず
。
後
に
戒
め
、
後
に
戒
め
よ
、
人

お
し

汝
が
謀
を
用
い
れ
ば
、
日
の
足
ら
ざ
る
を
愛
め
」
。

〈
現
代
語
訳
〉

（
周
の
文
）
王
（
即
位
）
の
元
年
正
月
既
生
塊
に
、
（
文
王
の
妻
）

太
似
が
、
商
の
朝
廷
の
庭
一
面
に
棘
が
生
え
、
そ
こ
で
太
子
の
発

（
後
の
武
帝
）
が
周
の
宮
殿
の
庭
の
梓
（
の
苗
）
を
取
っ
て
そ
の

中
央
に
植
え
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
松
柏
椴
作
の
木
と
な
っ
た
、

と
い
う
夢
を
見
た
。

（
太
似
は
）
目
覚
め
て
驚
き
、
王
に
告
げ
た
。
王
は
す
ぐ
に
は

夢
占
い
を
せ
ず
、
太
子
の
発
に
告
げ
て
、
霊
名
に
凶
祓
（
不
吉
を

払
う
儀
式
を
）
さ
せ
た
。
祝
折
が
王
を
祓
い
、
巫
率
が
太
似
を
祓

い
、
宗
丁
が
太
子
発
を
祓
っ
た
。
宗
廟
社
稜
に
幣
告
し
（
穀
物
を

備
え
て
祈
り
）
、
六
末
山
川
（
天
地
四
方
と
山
川
の
神
）
に
祈
り
、

商
神
（
殷
の
神
）
を
祭
祀
し
、
望
・
蒸
の
儀
式
を
執
り
行
い
、
明

堂
に
占
っ
て
吉
夢
の
占
断
を
得
た
。
王
と
太
子
発
は
並
ん
で
そ
の

吉
夢
を
拝
し
、
（
衰
亡
し
か
け
て
い
る
商
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
）

皇
々
た
る
上
帝
よ
り
命
を
受
け
た
。

（
文
王
は
）
立
ち
上
が
っ
て
言
っ
た
、
「
発
よ
、
慎
ん
で
吉
夢
に

従
い
な
さ
い
。
群
生
し
た
棘
が
梓
や
松
に
棄
て
ら
れ
、
梓
松
柏
が

寄
り
添
い
（
成
長
し
）
、
城
や
作
が
繁
茂
し
て
丹
塗
り
（
の
立
派
な

材
）
に
な
る
。
徒
党
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
商
を
戒
め
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
樹
（
適
切
な
人
材
）
を
用
い
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
樹
（
人
材
）
は
用
途
を
第
一
に
す
べ
き
で
、
材
を
違
え
て

は
な
ら
ぬ
（
適
材
適
所
が
必
要
だ
）
。
も
し
天
が
災
い
を
降
し
て
い

る
の
に
、
美
食
を
つ
く
し
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
手
の
施
し
よ

う
が
な
く
、
遠
か
ら
ず
滅
ぶ
だ
ろ
う
。
商
の
憂
い
は
周
に
あ
り
、

周
の
憂
い
は
商
に
あ
る
。
（
商
の
憂
い
を
）
選
ん
で
周
の
た
め
に
用

い
、
（
不
要
な
人
材
は
）
我
慢
せ
ず
に
果
敢
に
除
去
し
、
（
有
用
な

人
材
を
）
安
ら
か
に
用
い
れ
ば
福
が
多
く
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
梓

は
不
義
を
破
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
商
に
盛
ん
に
繁
れ
ば
、
人

々
の
行
動
を
誤
ら
せ
る
こ
と
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
上
帝
は
）

堂
々
と
上
に
在
り
、
こ
の
棘
を
容
認
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
こ
の
（
松
）
柏
の
夢
を
願
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
庶
民

は
言
っ
て
い
る
、
陣
中
に
長
く
物
品
を
留
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
し

っ
か
り
と
実
り
を
収
穫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
周
の
長
久
を
願

う
の
な
ら
、
長
期
的
展
望
に
よ
る
策
略
が
必
要
だ
）
と
。
武
力
に

よ
る
恐
怖
を
ひ
け
ら
か
す
の
は
、
械
作
に
幹
が
な
い
よ
う
な
も
の
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だ
。
あ
あ
慎
め
よ
。
私
は
聞
い
て
い
る
、
永
遠
不
変
で
あ
る
も
の

は
、
滅
亡
の
危
機
に
対
処
し
て
（
不
適
切
な
人
材
を
）
用
い
る
こ

と
が
な
い
か
ら
、
（
人
民
を
）
そ
こ
な
わ
ず
、
穏
和
と
従
順
を
思
う

か
ら
、
人
民
に
災
害
は
な
く
、
（
人
民
は
）
誠
を
思
う
よ
う
に
な
る

と
。
時
を
鑑
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
和
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

文
徳
に
畏
れ
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
道
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
身
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

は
か
り
ご
と

ぬ
。
人
間
の
謀
は
努
め
れ
ば
必
ず
現
れ
る
の
だ
か
ら
、
後
々
（
周

が
殷
を
打
倒
し
て
武
王
が
天
子
と
な
る
時
）
ま
で
充
分
に
戒
め
よ
。

人
は
お
前
の
計
謀
に
従
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
、
時
の
不
足
を
惜
し

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
。

〈
語
注
〉

①
既
生
塊
：
・
…
陰
暦
で
月
の
二
週
目
。
既
生
覇
に
同
じ
。
『
書
経
』

武
成
篇
に
「
既
生
塊
、
庶
邦
家
君
賢
百
エ
、
受
命
干
周
」
。
王
國

維
『
観
堂
集
林
』
芸
林
一
•
生
覇
死
覇
考
に
「
余
覧
古
器
物
銘
、

而
得
古
之
所
以
名
日
者
凡
四
、
…
…
。
二
日
既
生
覇
、
謂
自
八
、

九
日
以
降
至
十
四
、
五
日
也
」
。

②
佳
（
生
）
棘
…
•
•
•
原
釈
文
が
「
佳
」
と
隷
定
す
る
文
字
、
こ
こ

で
は
字
形
と
伝
世
文
献
当
該
箇
所
の
記
述
を
重
視
し
て
「
生
」

に
読
む
。

③
棘
…
…
い
ば
ら
。
「
荊
棘
」
と
熟
し
、
困
難
や
紛
糾
、
小
人
や
證

賊
の
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
。
『
後
漢
書
』
嗚
異
伝
に
「
為
吾
披

荊
棘
、
営
闊
中
」
。
『
楚
辞
』
東
方
朔
•
七
諌
•
怨
思
に
「
行
明

白
而
日
黒
分
、
荊
棘
漿
而
成
林
」
。
こ
こ
で
は
、
上
帝
が
殷
に
見

切
り
を
付
け
、
殷
の
滅
亡
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
の
象
徴
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。

④
梓
…
…
あ
ず
さ
。
良
質
な
木
材
と
さ
れ
、
有
用
な
人
材
の
比
喩

と
し
て
使
わ
れ
る
。
『
書
経
』
梓
材
篇
に
「
若
作
梓
材
、
既
勤
撲

ぽ
く
た
＜

断
、
惟
其
塗
丹
護
（
梓
材
を
作
る
に
、
既
に
撲
断
を
勤
め
、
惟

た

ん

か

く

お

わ

れ
其
れ
丹
護
を
塗
る
が
若
し
）
」
。
こ
こ
で
は
、
母
の
夢
の
中
で
、

発
（
後
の
武
王
）
が
群
生
す
る
棘
の
中
央
に
植
え
た
木
と
さ
れ

て
い
る
。
王
権
の
象
徴
と
推
測
さ
れ
る
。

⑤
松
柏
•
•
•
…
ま
つ
と
か
し
わ
。
長
寿
や
堅
い
節
操
の
比
喩
と
し
て

使
わ
れ
る
。
『
詩
経
』
小
雅
・
天
保
（
臣
下
が
君
を
祝
福
す
る
詩
）

に
「
如
松
柏
之
茂
、
無
不
爾
或
承
（
松
柏
の
茂
れ
る
が
如
く
、
爾

ぁ

に
承
く
る
或
ら
ざ
る
は
無
し
）
」
。
こ
こ
で
は
、
発
の
植
え
た
梓

の
苗
が
成
長
し
て
変
化
し
た
木
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
周
王
朝

樹
立
の
象
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

⑥
械
作
：
・
…
械
（
ヨ
ク
、
く
ぬ
ぎ
）
と
作
（
サ
ク
、
た
ら
の
き
）
。

「
械
」
は
『
爾
雅
』
釈
木
に
「
械
、
白
桜
」
。
郭
瑛
注
に
「
桜
、

小
木
叢
生
、
有
刺
、
賓
如
耳
瑶
、
紫
赤
可
咲
」
。
「
作
」
は
『
説

文
』
に
「
作
、
作
木
也
」
。
「
械
撲
」
は
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王

之
什
の
篇
名
。
文
王
が
よ
く
臣
下
を
登
用
す
る
の
を
詠
じ
た
も

(187) 



の
。
賢
人
の
多
い
こ
と
の
た
と
え
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
た
だ
、

「
作
械
」
の
例
は
、
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
・
縣
に
古
公
置

父
（
太
王
）
の
建
国
の
様
を
う
た
い
、
「
作
城
抜
突
、
行
道
兌
芙
°

混
夷
貌
突
、
維
其
唆
突
（
作
椴
抜
た
り
、
行
道
兌
た
り
。
混
夷

ヵし

貌
た
り
、
維
れ
其
れ
唆
た
り
）
」
と
あ
り
、
ま
た
、
皇
芙
に
「
帝

省
其
山
、
作
械
斯
抜
、
松
柏
斯
兌
。
帝
作
邦
作
封
、
自
大
伯
王

み

季
（
帝
其
の
山
を
省
る
に
、
作
械
斯
に
抜
た
り
、
松
柏
斯
に
兌

お
こ

た
り
。
帝
邦
を
作
し
封
を
作
す
に
、
大
伯
王
季
よ
り
す
）
」
と

あ
っ
て
、
『
詩
経
』
で
は
、
作
械
は
茎
や
葉
に
刺
の
あ
る
木
々
で
、

抜
か
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
「
松
柏
械
作
」
は
と
も
に
、
発
の
植
え
た
梓
の
苗
が

成
長
し
て
変
化
し
た
大
木
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
、
周

王
朝
樹
立
の
象
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

⑦
霊
名
、
祝
折
、
巫
率
、
宗
丁
…
…
い
ず
れ
も
祭
祀
官
の
官
職
名

ま
た
は
人
名
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
よ

く
分
か
ら
な
い
。

⑧
宗
訪
…
…
宗
祀
、
宗
廟
。
『
左
伝
』
襄
公
二
十
四
年
に
「
保
姓
受

氏
、
以
守
宗
訪
」
。

⑨
商
神
…
•
•
•
商
（
殷
）
の
守
護
神
。
こ
こ
で
文
王
が
商
神
を
祭
祀

す
る
の
は
、
当
時
ま
だ
商
の
権
勢
が
周
を
圧
倒
し
て
い
た
か
ら

だ
と
思
わ
れ
る
。
文
王
は
周
の
受
命
を
革
新
し
つ
つ
も
、
な
お

商
神
を
尊
重
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑩
望
…
…
周
の
山
川
を
の
ぞ
ん
で
柴
を
た
き
煙
を
あ
げ
て
山
川
の

神
を
ま
つ
る
。
ま
た
そ
の
祭
り
。
「
望
祭
」
「
望
干
山
川
」
（
『
書

経
』
舜
典
）
。
『
太
平
御
覧
』
巻
第
八
十
四
•
皇
王
部
九
・
周
文

王
引
く
『
帝
王
世
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
文
王
は
「
程
」

の
地
に
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
遠
き
山
川
を
の
ぞ
ん
で
神
を

祭
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

⑪
蒸
…
…
冬
の
大
祭
。
収
穫
し
た
物
を
盛
大
に
供
え
る
こ
と
か
ら
。

⑫
商
命
：
：
・
・
商
（
殷
）
に
嘗
て
降
さ
れ
て
い
た
天
命
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
を
文
王
が
拝
命
し
た
と
あ
る
の
で
、
商
の
命
運
が
事
実
上

尽
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑬
皇
上
帝
…
…
原
釈
文
は
「
帝
」
を
合
文
と
見
て
「
皇
上
帝
」
と

釈
読
す
る
。
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
が
、
後
述
の
関
係

資
料
で
は
、
「
皇
天
上
帝
」
に
作
る
も
の
が
多
い
。

⑭
棄
…
…
原
釈
文
は
「
敲
」
に
釈
読
し
、
『
説
文
』
を
引
い
て
「
棄
」

の
意
と
す
る
。
他
に
、
隷
定
字
の
「
文
」
字
を
重
視
し
て
「
伐
」

に
読
む
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑮
隈
…
…
丹
塗
り
の
立
派
な
材
。
『
書
経
』
梓
材
篇
に
「
若
作
梓
材
、

既
勤
撲
断
、
惟
其
塗
丹
隈
」
。

⑯
徒
庶
言
、
進
（
雖
）
引
（
矧
）
又
（
有
）
、
勿
亡
秋
…
…
難
解
な

箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
王
寧
「
読
清
華
簡
《
程
膳
》
偶
記

一
則
」
（
二

0
-
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が
「
律
土
窄
g
言
、
『
進
（
蛙
t
)
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矧
（
長
）
有
、
勿
亡
秋
』
」
と
釈
読
し
、
「
文
王
引
用
庶
民
的
俗

語
説
、
要
想
市
蝉
上
貨
物
長
久
充
裕
、
就
不
能
没
有
穫
」
と
訳

す
の
に
従
う
。

⑰
周
（
至
）
長
不
戴
…
…
原
釈
文
は
、
『
詩
経
』
鹿
嗚
の
伝
に
「
周
」

を
「
長
」
と
訓
ず
る
例
を
指
摘
し
、
「
至
長
不
戴
」
と
釈
読
す
る
。

⑱
怠
…
…
甚
（
そ
こ
な
う
、
い
む
、
に
く
む
）
の
古
字
。

⑲
愛
日
不
足
…
…
『
書
経
』
周
書
・
泰
誓
中
に
「
我
聞
、
吉
人
為

善
、
惟
日
不
足
。
凶
人
為
不
善
、
亦
惟
日
不
足
」
。

二
、
「
程
病
」
の
主
題
と
思
想
史
的
意
義

そ
れ
で
は
、
こ
の
文
献
の
主
題
や
思
想
史
的
意
義
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
太
似
の
見
た
と
さ
れ
る
夢
自
体
に
つ
い
て
は
、
後
述
の

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
も
『
潜
夫
論
』
や
類
書
の
断
片
的
引
用
な
ど

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
は
い
た
。
た
だ
そ
の
記
述
は
極
め
て
簡
略
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
清
華
簡
「
程
膳
」
で
は
、
こ
の
夢
に

周
の
文
王
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
、
ま
た
、
発
（
後
の
武

王
）
に
ど
の
よ
う
な
訓
戒
を
述
べ
た
の
か
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る。
ま
た
、
従
来
の
資
料
で
も
、

（
後
の
武
王
）
が
そ
の
間

商
庭
に
棘
が
蔓
延
っ
た
こ
と
、
発

（
中
央
）
に
植
え
た
梓
が
松
柏
械
作
と

な
っ
た
こ
と
自
体
は
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
解

説
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
「
程
膳
」
で
は
、
そ
の
後
の
文
王
の
言

葉
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
木
（
植
物
）
が
次
の
よ
う
な
比
喩
に
な

っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

棘
…
…
商
の
末
期
的
症
状
。
王
権
が
衰
微
し
命
運
が
尽
き
か
け

て
い
る
様
。

梓
…
…
商
に
代
わ
っ
て
伸
び
ゆ
く
周
の
勢
力
。
発
が
後
に
商
を

打
倒
し
、
天
子
と
な
る
こ
と
の
象
徴
。

松
柏
械
作
…
•
•
•
商
を
圧
倒
し
て
成
長
す
る
周
の
未
来
。
周
王
朝

確
立
の
象
徴
。

こ
の
夢
を
文
王
は
、
直
ち
に
は
吉
夢
と
は
考
え
ず
、
各
種
の
お

祓
い
や
祭
祀
を
し
て
か
ら
明
堂
に
お
い
て
改
め
て
夢
占
い
に
供
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
資
料
で
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
夢
の
内
容
が
あ
ま
り
に

も
重
大
で
あ
っ
た
た
め
に
記
す
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

後
の
資
料
で
は
、
夢
自
体
に
注
目
が
集
ま
り
、
省
略
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
夢
に
対
す
る
占
断
の
結
果
は
「
吉
夢
」
で
あ
っ

た
。
文
王
の
元
年
に
、
商
庭
に
棘
が
生
え
、
発
の
植
え
た
梓
が
棘

を
圧
倒
し
て
大
木
に
成
長
す
る
と
い
う
の
は
、
殷
の
衰
亡
と
周
の
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受
命
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
周
に
と
っ
て
は
基
本
的
に
は
吉
夢
で

あ
る
。
ま
た
、
文
王
は
発
言
の
中
で
も
、
「
如
し
天
疾
を
降
す
も
、

旨
味
既
に
用
い
ら
る
れ
ば
、
薬
す
べ
か
ら
ず
、
時
遠
か
ら
ず
」
と

か
、
「
明
明
と
し
て
尚
に
在
り
、
惟
れ
棘
を
容
納
す
る
や
」
の
よ
う

に
、
商
の
衰
退
滅
亡
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
が
「
程
膳
」
の
―
つ
の
主
題
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
資
料
で

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
夢
は
周
の
受
命
の
象
徴
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
従
来
の
資
料
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
文
王
の
訓
戒

は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
王
は
、
太
似

の
夢
の
内
容
の
主
体
が
発
（
武
王
）
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し

た
。
こ
の
夢
を
見
た
の
は
太
似
で
あ
り
、
文
王
自
身
で
は
な
い
。

ま
た
、
夢
の
中
に
登
場
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
梓
を
植

え
た
発
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
夢
は
周
の
受
命
を
象
徴

す
る
吉
夢
で
は
あ
っ
た
が
、
文
王
自
身
の
存
命
中
に
は
王
朝
交
代

が
成
し
遂
げ
ら
れ
ず
、
後
の
発
に
よ
っ
て
周
王
朝
が
樹
立
さ
れ
る

こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
文
王
は
気
づ
い
た
の
で
あ

る。
事
実
、
文
王
は
、
殷
の
末
期
に
「
西
伯
」
と
し
て
人
望
を
集
め

勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
證
言
に
あ
っ
て
菱
里
に
幽
閉
さ
れ
、
そ
の

後
、
殷
の
紺
王
に
多
く
の
貢
ぎ
物
を
贈
っ
て
よ
う
や
く
幽
囚
を
解

か
れ
る
な
ど
、
苦
汁
の
日
々
を
送
っ
た
の
ち
亡
く
な
っ
た
（
注
5
)
0

文
王
の
存
命
中
に
は
、
遂
に
王
朝
交
代
は
果
た
せ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

う
れ

た
だ
、
「
商
の
感
い
は
周
に
在
り
、
周
の
感
い
は
商
に
在
り
」
と

文
王
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
商
の
最
大
の
憂
い
は
周
の
勢
力
で

あ
っ
た
。
周
は
商
の
権
勢
の
前
に
雌
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
商
を
打
倒
す
べ
き
最
有
力
候
補
は
、
他
な
ら
ぬ
周
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
文
王
は
、
発
に
対
し
て
、
人
材
の
選
択
を
誤
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
、
身
を
慎
ん
で
人
民
の
た
め
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
殷
打
倒
の
「
謀
」
（
計
画
）
が
露
見
し
な
い
よ
う
に

慎
重
に
事
を
進
め
る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
長
々
と
訓
戒
し
た
の

で
あ
る
（
注
6)°

こ
の
点
は
、
従
来
の
資
料
か
ら
は
全
く
窺
い
知
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
内
容
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
文
献
は
、
後
の
周
王
朝
の
為
政
者
が
、
自
ら
の

受
命
（
殷
周
革
命
）
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
制
作
し
た
も

の
と
、
ま
ず
は
推
測
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
文
王
の
深
謀
遠
慮
を

顕
彰
す
る
た
め
に
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
王
は
受
命
し

て
王
号
を
称
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
捕
ら
え
ら
れ
て
菱
里
に
幽
閉

さ
れ
、
自
ら
は
殷
王
朝
の
打
倒
を
果
た
せ
ず
、
そ
の
意
志
を
子
の

発
に
密
か
に
訓
戒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
訓
戒
の
部
分
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
程
痛
」
の
最
大
の
特
質
な

の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
後
世
の
儒
家
か
ら
見
た
場
合
、
こ
の
文
献
は
、
や
は

り
二
つ
の
意
味
で
、
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

―
つ
は
、
儒
家
の
理
想
と
す
る
周
王
朝
が
夢
を
媒
介
と
す
る
形
で

ま
さ
し
く
受
命
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
あ

る。
『
書
経
』
武
成
篇
に
は
殷
周
革
命
の
記
事
が
見
え
る
。
牧
野
の

戦
に
お
け
る
武
王
の
軍
事
行
動
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
戦
死
者
が
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
流
血
に
盾
が
浮
か
ん
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
激
な
武
力
行
使
は
、
周
王
朝
を

讃
え
る
儒
家
か
ら
見
れ
ば
、
一
種
の
ト
ラ
ウ
マ
と
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
『
孟
子
』
は
、
紺
王
の
よ
う
な
「
不
仁
」
者
を
有
徳

な
武
王
が
討
つ
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
過
激
な
戦
闘
と
な
ろ
う

か
と
反
論
し
、
「
盛
信
書
、
則
不
如
無
書
（
尽
く
書
を
信
ぜ
ば
、
則

ち
書
無
き
に
如
か
ず
）
」
（
尽
心
下
篇
）
と
述
べ
て
、
歴
史
記
述
を

す
べ
て
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
弁
解
し
た
。

従
っ
て
、
夢
を
媒
介
と
す
る
受
命
が
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
の

は
、
後
世
の
儒
家
に
と
っ
て
、
極
め
て
都
合
の
よ
い
伝
承
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
武
王
に
よ
る
軍
事
的
勝
利
は
―
つ
の
結
果
に
過
ぎ

ず
、
事
実
上
の
王
朝
交
代
は
す
で
に
文
王
の
時
に
約
束
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
「
発
舜
萬
湯
文
武
」
と
連
称
さ
れ
る
歴
代
聖
王
の
中
で
も

高
く
評
価
さ
れ
る
文
王
が
、
自
ら
は
王
朝
交
代
を
実
現
で
き
な
い

且
凡
人
道
見
瑞
而
修
徳
者
、
福
必
成
、
見
瑞
而
縦
恣
者
、
福

轄
為
禍
。
見
妖
而
騒
侮
者
、
禍
必
成
、
見
妖
而
戒
憚
者
、
禍

轄
為
福
。
是
故
太
似
有
吉
夢
、
文
王
不
敢
康
吉
、
祀
於
群
神
、

然
後
占
於
明
堂
、
並
拝
吉
夢
。
修
省
戒
憚
、
聞
喜
若
憂
。
故

能
成
吉
以
有
天
下
。

①
『
潜
夫
論
』
夢
列
篇

こ
と
を
悟
り
な
が
ら
も
、
来
た
る
べ
き
時
に
備
え
て
発
（
武
王
）

に
密
か
に
訓
戒
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
伝
承
は
、
文
王
の
人
徳
と

知
謀
を
高
く
評
価
す
る
も
の
と
し
て
儒
家
に
受
け
止
め
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。三

、
「
程
病
」
の
行
方

し
か
し
、
「
程
膳
」
の
内
容
は
、
そ
の
後
、
失
わ
れ
、
正
し
く
伝

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
関
係
文
献
資
料
と
の
比
較

を
通
し
て
、
「
程
膳
」
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た

の
か
を
整
理
し
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
逆
に
、
清
華
簡
「
程
膳
」
の

意
義
を
改
め
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
主
な
関
係
資
料
を
、
①
＼
⑫
ま
で
列
挙
し
て
お
く
。
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⑤
『
白
氏
六
帖
』
夢

周
太
似
夢
周
梓
化
為
松
。

④
『
芸
文
類
衆
』
第
八
十
八
巻
•
木
部
上
•
松

大
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
乃
小
子
肢
取
周
庭
梓
樹
、
樹
之
問

間
、
梓
化
為
松
柏
械
作
。
覺
驚
、
以
告
文
王
。
文
王
日
、
慎

勿
言
。
冬
日
之
陽
、
夏
日
之
陰
、
不
召
而
萬
物
自
束
。
天
道

尚
左
、
日
月
西
移
、
地
道
尚
右
、
水
涼
東
流
。
天
不
享
千
殷
‘

自
検
之
生
於
今
十
年
、
夷
羊
在
牧
、
水
涼
東
流
、
天
下
飛
蜻

渦
野
、
命
之
在
周
、
其
信
然
乎
。

③
『
芸
文
類
緊
』
第
七
十
九
巻
•
霊
異
部
下
•
夢

周
書
日
、
大
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
太
子
検
取
周
庭
之
梓
樹

於
問
、
梓
化
為
松
柏
械
作
。
｛
昧
覺
、
以
告
文
王
。
文
王
乃
召

太
子
肢
、
占
之
干
明
堂
。
王
及
太
子
骰
、
並
拝
吉
夢
、
受
商

之
大
命
干
皇
天
上
帝
。

②
『
博
物
志
』
巻
八

日
、
文
王
去
商
（
商
、
以
下
同
じ
）
在
程
、
正
月
既
生

塊
、
大
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
小
子
骰
取
周
庭
之
梓
樹
乎
閥

間
、
梓
化
為
松
柏
械
作
。
膳
驚
、
以
告
文
王
。
王
及
太
子
骰

並
拝
吉
夢
、
受
商
之
大
命
干
皇
天
上
帝
。

⑦
『
太
平
御
覧
』
巻
第
三
百
九
十
七
・
人
事
部
三
十
八
•
吉
夢
上

⑥
『
太
平
御
覧
』
巻
第
八
十
四
•
皇
王
部
九
・
周
文
王

樹
梓
周
書
、
太
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
小
子
骰
取
周
庭
之

樹
、
梓
化
為
松
栢
械
作
。
驚
病
、
告
文
王
。
文
王
召
太
子
、

占
之
於
明
堂
。
王
乃
典
太
子
肢
並
拝
吉
夢
、
受
商
之
大
命
於

皇
天
。

帝
王
世
紀
日
、
文
王
昌
龍
顔
虎
肩
、
身
長
十
尺
、
胃
有
四
乳
、

晏
朝
不
食
、
以
延
四
方
之
士
。
文
王
合
六
州
之
諸
侯
以
朝
紺
、

紺
以
崇
侯
之
證
而
怒
、
諸
侯
請
送
文
王
、
棄
干
程
。
十
年
正

月
、
文
王
自
商
至
程
。
太
似
夢
見
商
庭
生
棘
、
太
子
肢
取
周

庭
之
梓
樹
之
千
問
間
、
梓
化
為
松
栢
作
械
。
覺
而
驚
、
以
告

文
王
。
文
王
不
敢
占
、
召
太
子
骰
、
命
祝
以
幣
告
干
宗
廟
群
、

神
然
後
占
之
干
明
堂
。
及
検
並
拝
吉
夢
、
遂
作
程
賭
。
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又
程
膳
日
、
文
王
在
雇
、
太
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
小
子
彼

取
周
庭
之
梓
樹
於
問
間
、
化
為
松
柏
披
作
。
驚
以
告
文
王
。

文
王
日
召
骰
干
明
堂
、
拝
告
（
吉
）
夢
受
商
之
大
命
。

⑨
『
冊
府
元
亀
』
巻
二
十
一
•
帝
王
部
・
徴
応

周
文
王
父
季
暦
之
十
年
、
飛
龍
盈
於
殷
之
牧
野
、
此
蓋
聖
人

在
下
位
将
起
之
符
也
。
及
為
西
伯
、
作
邑
干
豊
。
文
王
之
妃

日
太
似
、
夢
商
庭
生
棘
、
太
子
肢
植
梓
樹
於
閥
間
、
化
為
松

柏
作
械
、
以
告
文
王
。
文
王
幣
告
草
臣
、
輿
肢
並
拝
吉
夢
。

周
文
王
去
商
在
程
。
正
月
既
生
塊
、
太
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、

小
子
肢
取
周
庭
之
梓
樹
於
門
間
、
梓
化
為
松
柏
械
作
。
膳
驚
、

以
告
文
王
。
文
王
及
太
子
骰
並
拝
吉
夢
、
受
商
之
大
命
於
皇

天
上
帝
。

⑪
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
•
皇
突
「
居
岐
之
陽
」
正
義

⑩
『
冊
府
元
亀
』
巻
八
百
九
十
二
•
総
録
部
・
夢
徴

⑧
『
太
平
御
覧
』
巻
第
五
百
三
十
三
・
礼
儀
部
十
二
•
明
堂

周
書
稲
、

文
王
在
程
、
作
程
賭
•
程
典
。

⑫
『
爾
雅
翼
』
巻
十
二

②
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
 

⑥
⑫
 

周
之
興
、
大
似
夢
見
商
之
庭
産
棘
、
小
子
検
取
周
庭
梓
樹
、

植
之
干
問
間
、
梓
化
為
松
柏
作
械
。
覺
驚
、
以
告
文
王
。
文

王
日
、
「
勿
言
。
冬
日
之
陽
、
夏
日
之
陰
、
不
召
而
物
自
束
」
。

以
為
宗
周
興
王
之
道
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
大
同
小
異
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
微
妙
な
相
違
点
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
、
い
く
つ
か
の
項
目

に
分
け
て
、
そ
の
異
同
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
樹
木
の
変
化
に
つ
い
て

ま
ず
、
太
似
の
夢
に
登
場
す
る
発
が
植
え
た
梓
で
あ
る
が
、
こ

の
梓
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
整
理
し

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

•
梓
↓
（
化
）
↓
松
柏
（
栢
）
械
作

•
梓
↓
（
化
）
↓
松
柏
（
栢
）
作
械

•
梓
↓
（
化
）
↓
松
④
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基
本
構
造
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
梓
が
松

柏
（
栢
）
械
作
に
化
し
た
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
④
の
『
芸
文

類
衆
』
は
「
松
」
部
に
収
録
さ
れ
た
た
め
、
「
柏
械
作
」
が
央
雑
物

と
し
て
意
図
的
に
排
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
類
書
特
有
の
例

外
的
な
収
録
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
の
『
潜
夫

論
』
は
、
樹
木
の
名
に
言
及
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
『
潜
夫
論
』
の

主
旨
が
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
二
）
夢
見
の
後
の
展
開
に
つ
い
て

次
に
、
太
似
が
こ
の
夢
を
見
た
後
、
文
王
が
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

•
太
似
の
夢
↓
（
占
わ
ず
）
↓
幣
告
な
ど
↓
明
堂
に
占
う
↓
吉
夢

を
拝
し
大
命
を
受
け
る
⑥

•
太
似
の
夢
↓
祭
祀
↓
明
堂
に
占
う
↓
吉
夢
を
拝
す
↓
修
徳
に
努

め
た
結
果
天
下
を
得
た
①

•
太
似
の
夢
↓
明
堂
に
占
う
↓
吉
夢
を
拝
し
大
命
を
受
け
る

⑤
⑧
 

具
体
的
な
樹
木
に
は
言
及
せ
ず
①

③
 

•
太
似
の
夢
↓
幣
告
↓
吉
夢
を
拝
す
（
受
命
の
こ
と
は
記
さ
ず
）

⑨
 

•
太
似
の
夢
↓
吉
夢
を
拝
し
大
命
を
受
け
る

清
華
簡
「
程
賭
」
に
最
も
近
い
の
は
、
⑥
の
『
太
平
御
覧
』
所

引
『
帝
王
世
紀
』
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
こ
の
型
を
基

本
に
し
た
簡
略
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
や
や
異
な
る

の
は
、
や
は
り
①
の
『
潜
夫
論
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
発
（
武
王
）

は
登
場
し
な
い
。
吉
夢
を
得
た
文
王
が
修
徳
に
努
め
た
結
果
、
天

下
を
得
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

（
三
）
文
王
の
言
葉
に
つ
い
て

こ
う
し
て
吉
夢
を
得
た
文
王
は
、
清
華
簡
「
程
膳
」
で
は
、
発

に
対
し
て
訓
戒
を
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
資
料
で

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

・
程
膳
の
文
言
（
文
王
の
訓
戒
）
な
し
①
③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩

•
程
膳
を
作
っ
た
こ
と
の
み
記
す
（
内
容
は
記
さ
ず
）
⑥
⑪

・
文
王
の
発
言
が
部
あ
る
が
、
こ
の
清
華
簡
「
程
膳
」
と
は
異

な

る

②

⑫

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
資
料
か
ら
は
、
文
王
の
発
言
の
詳
し
い

⑦
⑩
⑫
 

(194) 



本
稿
で
は
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
「
程
膳
」
に
つ
い
て
、

そ
の
全
体
の
釈
読
を
行
い
、
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
た
。

程
賂
と
は
、
殷
の
末
期
、
程
の
地
に
追
放
さ
れ
て
い
た
周
の
文

王
が
、
即
位
の
元
年
、
妻
太
似
の
見
た
夢
に
鑑
み
、
太
子
の
発
（
後

の
武
王
）
に
訓
戒
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

文
王
が
こ
の
夢
を
重
く
受
け
と
め
、
厳
重
な
祭
祀
を
経
た
後
‘

占
断
に
供
し
た
上
で
、
長
々
と
発
（
武
王
）
に
訓
戒
を
述
べ
た
の

は
、
文
王
自
身
で
は
な
く
、
発
が
梓
を
植
え
て
、
そ
れ
が
大
木
に

成
長
し
た
と
い
う
内
容
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夢
を

結

五
口-i-―ロ

内
容
は
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
②
の
『
博
物
志
』
と

⑫
の
『
爾
雅
翼
』
で
は
、
「
慎
勿
言
（
慎
ん
で
言
う
こ
と
勿
か
れ
）

…
…
」
「
勿
言
（
言
う
こ
と
勿
か
れ
）
…
…
」
と
い
う
文
王
の
言
葉

が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
文
王
が
周
の
受
命
と
い
う
夢
の
重
大
性

に
鑑
み
て
、
こ
う
し
た
夢
を
見
た
こ
と
自
体
と
王
朝
交
代
実
現
ま

で
の
計
謀
と
を
厳
重
に
秘
匿
せ
よ
と
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
程

膳
」
に
お
け
る
文
王
の
訓
戒
の
主
旨
に
類
似
す
る
が
、
や
や
簡
略

な
発
言
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
文
王
の
訓
戒
の
全
容
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
何
に
も
増
し
て
、
清
華
簡
「
程
膳
」

の
重
要
な
意
義
な
の
で
あ
る
。

文
王
は
、
殷
の
命
運
が
尽
き
か
け
て
い
る
も
の
の
、
自
身
の
存
命

中
に
王
権
の
交
代
は
ま
だ
な
く
、
後
の
発
に
よ
っ
て
周
王
朝
が
樹

立
さ
れ
る
こ
と
の
象
徴
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
殷
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
身
を
慎
ん
で

人
民
の
た
め
に
尽
く
し
、
慎
重
に
計
謀
を
進
行
さ
せ
て
殷
を
打
倒

し
て
、
周
の
王
権
を
確
立
す
る
よ
う
発
に
訓
戒
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
王
の
深
謀
遠
慮
の
さ
ま
が
、
夢
を
媒
介
と
す
る
周
の

受
命
と
と
も
に
、
本
文
献
の
重
要
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
の
資
料
で
は
、
こ
の
「
程
膳
」
の
大
枠
（
太
似
の

夢
の
部
分
の
み
）
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
後
半
の

主
題
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
種
類
書
の
よ
う
に
、

こ
の
夢
の
部
分
だ
け
を
単
に
「
吉
夢
」
の
例
と
し
て
記
し
た
り
、

『
潜
夫
論
』
の
よ
う
に
、
吉
夢
を
見
て
も
身
を
慎
ま
な
い
と
本
当

の
福
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
道
徳
論
と
し
て
語
っ
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
「
程
膳
」
の
真
の
主
題
は
伝
わ

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
主
題
か
ら
は
や
や
外
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の

「
程
膳
」
に
は
、
思
想
史
研
究
の
視
点
か
ら
重
要
な
特
色
が
い
く

つ
も
見
い
だ
せ
る
。

ま
ず
、
母
（
太
似
）
の
見
た
夢
を
媒
介
と
し
て
新
王
朝
の
受
命

が
語
ら
れ
る
の
は
、
孔
子
生
誕
の
伝
承
な
ど
と
類
似
す
る
。
時
代

は
下
る
が
、
『
聖
蹟
図
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
孔
子
生
誕
の
伝
承
に
よ
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れ
ば
、
孔
子
は
、
そ
も
そ
も
母
顔
徴
在
が
尼
丘
に
祈
っ
て
授
か
っ

た
子
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
孔
子
が
生
ま
れ
る
前
、
麒
麟
が

や
っ
て
き
て
口
か
ら
玉
書
を
吐
き
、
そ
こ
に
は
「
水
精
の
子
が
、

衰
え
た
周
を
継
い
で
素
王
と
な
る
（
水
精
子
継
衰
周
而
素
王
）
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
十
一
ヶ
月
後
に
、
孔
子
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
魯
の
襄
公
二
十
二
年
十
一
月
、
孔
子

が
生
ま
れ
る
タ
ベ
、
二
匹
の
龍
が
屋
敷
の
上
を
め
ぐ
り
、
五
人
の

老
人
（
五
星
の
精
）
が
庭
に
降
り
て
き
た
。
そ
し
て
、
孔
子
を
生

ん
だ
顔
徴
在
の
部
屋
に
は
、
天
上
の
音
楽
が
響
い
て
き
て
、
「
天
が

感
応
し
て
聖
な
る
子
を
生
む
（
天
感
生
聖
子
）
」
と
い
う
声
が
聞
こ

し
る
し

え
て
き
た
。
孔
子
に
は
、
通
常
の
人
と
は
異
な
る
徴
が
四
十
九
箇

所
も
あ
り
、
胸
に
は
「
製
作
定
世
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
孔
子
は
不
思
議
な
出
生
諄
を
も
っ
て
生

ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
後
の
儒
家
に
は
、
こ
の
「
程
賭
」

が
周
王
朝
の
正
当
性
を
主
張
す
る
伝
承
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
と
同

時
に
、
孔
子
の
生
誕
受
命
説
話
と
重
な
っ
て
見
え
て
い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
受
命
や
王
権
の
確
立
を
樹
木
に
よ
っ
て
語
る
と
い
う
宗

教
性
も
注
目
さ
れ
る
。
『
史
記
』
殷
本
紀
に
よ
れ
ば
、
殷
の
政
道
が

衰
え
て
、
帝
太
戊
が
立
っ
た
と
き
、
奇
怪
な
現
象
が
生
じ
た
。
そ

れ
は
、
桑
と
穀
と
が
か
ら
み
あ
っ
て
朝
廷
の
庭
に
生
じ
、
そ
の
日

の
夕
方
に
は
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
た
と
い
う
事

件
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
帝
太
戊
は
恐
れ
て
宰
相
の
伊
肺
に
そ
の
訳

を
問
い
、
伊
捗
の
諫
言
に
従
っ
て
徳
を
修
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
怪

木
は
枯
れ
て
な
く
な
っ
た
と
い
う
（
注
7
)
。
こ
の
よ
う
に
、
樹
木
は

王
権
の
成
長
や
衰
微
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
華
簡
「
程

膳
」
に
お
い
て
、
棘
、
梓
、
松
柏
械
作
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
「
程
膳
」
が
『
逸
周
書
』
の
一

篇
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
逸
周
書
』
の
成
立
や
文
献
的
性
格
を
考

え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
今
回
発
見
さ
れ
た
清
華

簡
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
と
同
じ
く
、
戦

国
時
代
中
期
の
竹
簡
（
写
本
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
当
然
そ
れ
よ
り
前
、
恐
ら
く
は
戦
国
時

代
の
前
期
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
『
逸
周
書
』

の
成
立
を
直
ち
に
戦
国
前
期
以
前
と
す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
と

し
て
も
、
そ
の
素
材
自
体
の
成
立
は
相
当
早
か
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
逸
周
書
』
は
一
人
一
時
期
の
著

作
で
は
な
く
、
雑
然
と
し
た
編
纂
物
だ
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
一
定
の
編
集
の
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
「
程
病
」
の
よ
う
に
、
周
の
受
命
と
い
う
大
事

件
や
、
文
王
の
権
謀
術
数
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な
智
謀
を
顕
彰

す
る
書
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
清
華
簡
「
程
賭
」
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
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注

と
の
な
か
っ
た
重
大
な
事
実
を
い
く
つ
も
我
々
に
突
き
つ
け
た
の

で
あ
る
。

一
年
一
月
五
日
、

(
1
)
筆
者
を
含
む
研
究
グ
ル
ー
プ
「
中
国
出
土
文
献
研
究
会
」
は
、
ニ

0
0
九
年
九
月
、
清
華
大
学
を
訪
問
し
、
清
華
簡
を
実
見
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
華
大
学
竹
簡
と

先
秦
思
想
史
研
究
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
号
、
二

0
1
0
年

一
月
）
参
照
。

(
2
)
本
文
献
が
「
程
賭
」
と
称
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
『
太

平
御
覧
』
巻
第
八
十
四
・
皇
王
部
九
・
周
文
王
所
引
『
帝
王
世
紀
』

に
詳
し
い
。

(
3
)
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
[
忍
邑
』
所
収
の
文
献
の
内
ヽ
『
手
至
』
『
手

詰
』
『
者
夜
』
『
金
膝
』
『
皇
門
』
『
祭
公
』
に
は
、
竹
簡
背
面
に
漢
数

字
の
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
竹
簡
の
誤
脱
・
錯
簡

を
防
ぐ
た
め
の
配
列
番
号
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
4
)

「
清
華
簡
《
程
賭
》
簡
序
調
整
一
則
」
（
二

O
-

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
w
z
.
f
u
d
a
n
.
e
d
u
.
c
n
/
S
r
c
S
h
o
w
.
a
s
p
?
S
r
cー
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3
4
3
)
 

(
5
)
『
史
記
』
周
本
紀
に
、
「
西
伯
日
文
王
、
遵
后
稜
•
公
劉
之
業
、
則

古
公
・
公
季
之
法
、
篤
仁
、
敬
老
、
慈
少
。
證
下
賢
者
、
日
中
不
暇

食
以
待
士
、
士
以
此
多
蹄
之
。
伯
夷
・
叔
齊
在
孤
竹
、
聞
西
伯
善
養

老
、
益
往
蹄
之
。
太
顛
・
閏
夭
•
散
宜
生
・
翠
子
・
辛
甲
大
夫
之
徒

皆
往
蹄
之
。
崇
侯
虎
譜
西
伯
於
殷
紺
日
、
「
西
伯
積
善
累
徳
、
諸
侯
皆

需
之
、
将
不
利
於
帝
」
。
帝
紺
乃
囚
西
伯
於
菱
里
。
閏
夭
之
徒
患
之
。

乃
求
有
宰
氏
美
女
、
暇
戎
之
文
馬
、
有
熊
九
駆
、
他
奇
怪
物
、
因
殷

嬰
臣
費
仲
而
猷
之
紺
。
紺
大
説
、
日
、
「
此
一
物
足
以
繹
西
伯
、
況
其

多
乎
」
。
乃
赦
西
伯
、
賜
之
弓
矢
斧
絨
、
使
西
伯
得
征
伐
。
日
、
「
譜

西
伯
者
、
崇
侯
虎
也
」
。
西
伯
乃
猷
洛
西
之
地
、
以
請
紺
去
抱
格
之
刑
。

紺
許
之
°
・
・
・
・
・
・
西
伯
崩
、
太
子
技
立
、
是
為
武
王
」
。

(
6
)

こ
れ
を
受
け
る
か
の
よ
う
に
、
武
王
の
軍
事
行
動
は
慎
重
に
行
わ

れ
て
い
る
。
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
是
時
、
諸
侯
不
期
而
會
盟
津
者
八

百
諸
侯
。
諸
侯
皆
日
、
「
紺
可
伐
芙
」
。
武
王
日
、
「
女
未
知
天
命
、
未

可
也
」
。
乃
還
師
蹄
」
と
、
一
旦
は
挙
兵
を
断
念
し
て
い
る
。

(
7
)
「
帝
太
戊
立
伊
捗
為
相
。
奄
有
祥
桑
穀
共
生
於
朝
、
一
暮
大
棋
。
帝

太
戊
憚
、
問
伊
捗
。
伊
捗
日
、
「
臣
聞
妖
不
勝
徳
、
帝
之
政
其
有
閑
輿
。

帝
其
修
徳
」
。
太
戊
従
之
、
而
祥
桑
枯
死
而
去
」
（
『
史
記
』
殷
本
紀
）
。

[
附
記
]
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
B
)

「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
、

湯
浅
邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
校
正
中
の
二

0
1
―
年
五
月
十
日
、
筆
者
は
中
国
の
武

漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
で
、
本
稿
の
内
容
の
一
部
に
基
づ
く
講
演
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、
武
漢
大
学
の
陳
偉
教
授
よ
り
、
次
の
よ
う
な
示
教
を
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賜
っ
た
。
「
程
賭
」
の
伝
承
は
、
先
秦
時
代
に
は
複
数
あ
り
、
必
ず
し
も

清
華
簡
「
程
病
」
の
内
容
だ
け
が
十
全
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
確
か
に
そ
う
し
た
可
能
性
も
充

分
に
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
伝
世
文
献
の
記
述

②
⑫
の
文
王
の
発
言
部
分
が
清
華
簡
と
若
干
異
な
る
点
は
、
「
程
病
」
の

伝
承
過
程
が
今
少
し
複
雑
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
筆
者

も
、
現
段
階
で
は
、
そ
う
し
た
可
能
性
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
、
清
華
簡
「
程
賭
」
に
見
え
る

よ
う
な
文
王
の
訓
戒
が
極
め
て
詳
細
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
そ

う
し
た
伝
承
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
は
事
実
で
あ
る
。
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